
「ひと・まち・しごと」創生を循環させる
NIIGATA人材の育成と定着

教育プログラム開発

1.地域志向科目の必修化
●新潟地域科目の要件と設定
平成29年度から全学で90科目を設定し、全学生が履修できる体制を整備
+ 新たな産官学共同実施科目の開発（コストシェアの試行）

2.新たな学位プログラムの新設
●平成29年度　新学部（創生学部）設置
社会の課題の探求・分析・解決を中心に学修

3.新潟地域人材認定制度の開発
●必要単位を修得した学生を新潟創生人材と認定する制度を構築

地（知）の拠点大学による地方創生推進事業

事業概要

教育プログラム開発　　インターンシップ改革　　地域活性化・産業振興
事業項目

1. 事業協働地域への就職率 　　　　　　（平成26年度57.3％→平成31年度67.3％）

2. 事業協働機関へのインターンシップ参加数 　　　　　　　（平成26年度109人→平成31年度514人）

3. COC＋大学が開発する教育プログラム履修者数 　 　 　 　 　（COC＋大学入学生の約27％）600人600人
4.7倍増4.7倍増

10.0％向上 10.0％向上
主要な

達成指標

NIIGATA COC+
教育カリキュラム改革 【新潟大学】

県内の
就職率向上

雇用促進
・

雇用創出
国内外からの

人口流入

教育の国際化　　　　　　  国際交流

真 の 強 さを 学 ぶ。

地域理解
課題発見

新潟地域における課題
（産業、文化、暮らしなど）
を発見できる。

課題解決
発見された課題につい
て、複数の学問領域の
知識を活用した解決策
を提案できる。

発信力
学修成果を発信先（国
内、海外）の社会・文化的
側面など文脈にあわせ

て広く社会に向けて
発信できる。

主体性・協調性
課 題に対して複 数 人 の
チームで役割分担し、その
課題解決に向けて地域・
産業界などの社会と協働
で取り組むことができる。

新潟創生人材
の育成

2017.3



地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）
「ひと・まち・しごと」創生を循環させるNIIGATA人材の育成と定着

連携大学 新潟大学，新潟県立大学，敬和学園大学，事業創造大学院大学，長岡大学，新潟国際情報大学，新潟青陵大学
新潟青陵大学短期大学部，長岡造形大学，新潟経営大学，新潟工科大学，新潟産業大学，新潟薬科大学

事業目的
●インターンシップを学士課程のカリキュラムの一部として位置付けます。
●インターンシップを通した学生のキャリア意識形成だけではなく、新潟県内の地域特性や産業理解、地元企業の

認知度を高めることを目的とした取り組みです。

インターンシップ改革

※１・２年生中心1. メッセ見学研修会開催（志事messe見学tour研修） 【新潟大学】

※2年生中心2. 地元のトップランナー出前授業 【新潟大学】

学生が地元新潟の企業を知る、見学研修機会を積極的に創出することから、地元就職率
増を期待できます。

「フードメッセ in にいがた」等を見学します。

実務者による教育。県内企業のトップランナーから講演をいただき、地元企業の理解を
より深めます。

※3年生中心3. インターンシップマッチングフェア開催 【新潟大学】
地元新潟企業と学生の出会い場所として開催。企業担当者と直接対話できる貴重な機
会です。（長岡･新潟にて／企業約150社、学生700人以上が参加）

※3年生中心4. インターンシップ学生研修 【新潟大学】
学生がインターンシップに参加し、企業を知る機会を創出します。体験型、PBL型インターン
シップです。（日程：8～9月／対象：3年生中心／事前研修、事後研修）

※3年生中心5. インターンシップフォーラム開催 【新潟大学】
情報発信、学生発表、企業の事例研修、大学教職員の研修を目的として開催。多様化
するインターンシップを理解する機会です。（新潟･長岡にて）

※4年生中心6. 先輩（ＯＢ・ＯＧ）による出前授業 【新潟大学】
実務者による教育。地元企業に就職した先輩による出前授業。社会人としての心構え等、
実社会を知る研修です。

※大学教職員向け7. 教職員研修（インターンシップ事例交換等） 【新潟大学】
外部講師から先進事例の研修、地元企業を知る、ワークショップ、取り組み計画の検討、
意見交換などを行います。

※地元中小企業向け8. 企業向けインターンシップ研修 【新潟大学】
インターンシップを受け入れる地元企業向けの研修会。受け入れ企業の拡大と質の向上を目指
す研修です。

県内の特色ある企業等の見学
を通して将来のキャリアを考
えます。

産業界や経営者が講師となり
地域の実社会と産業界とのつな
がりを理解します。

PBL型インターンシップを通じ
た課題解決型学修によって、地
域課題と産業課題との関連性
や特定地域の文脈に沿った課題
の解決策をチームで検討するこ
とを通じ、主体性と協調性を涵
養します。

学生が専門的に学修する特定領域
に関連する産業・行政分野の課題
に対して、特定領域のスペシャリ
ストがファシリテーターとなり、3
年次までに積み上げた学修（専門
的知識・技能）を適用することを通
じて自らの学修を評価します。

1年生
2年生

3年生
4年生

●新潟県内の地域特性や特色を理解するための体系的インターンシップ
●学修成果を意識したインターンシップの体系化

1 インターンシップ改革



地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）
「ひと・まち・しごと」創生を循環させるNIIGATA人材の育成と定着

2-1 地域活性化／産業振興  【食産業振興】

連携大学 新潟大学、新潟薬科大学

事業目的

●食産業関連の技術と科学の高度化を図ります。

●若手人材の県内食産業就業を促します。

●社会で活躍する中核人材の更なる高度化を図ります。

●異分野・異業種ネットワークの充実を目指します。

事業骨子

● 異分野融合型共同研究を通じた食産業振興  【新潟大学】

【新潟県食産業の現状と課題】
●農業県の印象が強い新潟ですが、農業産出額は20年前の7割

以下、都道府県別順位も下落を続けています。
●農業を取り巻く環境をみると、農業者の高齢化、後継者不足、

安価な輸入農産物の流入、中山間地での狭隘な農耕地と降雪
量の影響など、決して楽観視できるものではありません。

●食料品製造業にあっては、新潟県が産出する質の高い農産物
を原材料とし、技術と科学を十分に適用することによって、一
層の高付加価値化をはかることができると見込まれます。

● 食産業の高付加価値化
● 新規「食」市場の創出
● 若者の就業
● 地域雇用の創出
● 高度若手人材の誘引

● 地域課題に立脚した科学・技術研究
● 地域指向教育プログラムの構築と実践
●にいがた食ネットの機能強化

【大　学】

● 企業ノウハウ＆経験の伝承
● 社会的ニーズ＆シーズの共有
●「学びなおし」によるレベルアップ

【企　業】

●『にいがたアグロフード講座』
●インターンシップ＆PBL型学習

【学生・若者】

● 異分野異業種ネットワークの構築
● 経済特区の提案と活用
● 教育研究補助金等による経済的支援

【自 治 体】

異分野融合型共同研究を通じた
食産業振興

食産業振興等に
資する

異分野融合型
協働研究推進

アグロ-フード
アソシエーツ
プログラム

　 食産業への人材供給促進を図るため、異分野型共同研究を通じた食産業等振興を推進す
るための事業を構築・実施するとともに、　 食産業等へ供給する人材の質保証を目的とした

「アグロ-フードアソシエーツプログラム（にいがた地域人材認定制度）」を構築・試行します。

●Ⅰ
●Ⅱ

【 Ⅰ 】 【 Ⅱ 】

1. 異分野型共同研究推進機関との協議・協働運営による食産業振興の推進・実質化

2. 異分野型共同研究事例の展示発表
発表例：「フードメッセ in にいがた」、「新潟産学連携フォーラム」、「U-goサロン」 など

3. 学生による異分野型共同研究・事業化プロジェクトの立案
大学生によるシーズ・ニーズ調査報告から異分野型共同研究・事業化プロジェクトの立案へ

（アグロ-フードアソシエーツプログラムの課題研究として位置付け）

4. アグロ-フードアソシエーツプログラムの試行

●Ⅰ

●Ⅰ

●Ⅱ

●Ⅱ
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平成28年8月29日～9月7日の10日間、阿賀町および新潟市の古町
地区においてインターンシップを実施しました。活動のテーマは
「高齢・過疎化が進む地域商店街の活性化」です。阿賀町での具体的
な取り組みは、第1ステップとして学生が商店街を歩き、店舗スタッフ
との会話の中から課題を抽出。第2ステップで自分たちが感じた課題
とヒアリング内容をすり合わせ、解決に向けたアクションを検討しまし
た。そして第3ステップでは、学生の立場で実施できる改善策を阿賀
町役場の方々にプレゼンテーションし、第4ステップでは活動を振り
返るとともに、課題解決に向けてさらに議論を深めました。
本学では今後も、学生が課題発見から主体的に行う経験型インター
ンシップを通じて、問題解決能力やコミュニケーション力を備えた
リーダーシップのある人材の育成をめざします。

地域住民との触れ合いを通じて自ら考え、分析し、
行動する力を養成。

「地域ミッションインターンシップⅠ」

地域ミッション
インターンシップ
のフロー 課題発見

1
改善策の検討

2
改善案の
提案および実行

3
行動の検証

4

地域ミッションインターンシップ（東蒲原郡阿賀町）　阿賀町の商店街でお店の方々にヒアリングを実施

取 組 名 称

連携大学 新潟青陵大学、新潟青陵大学短期大学部、新潟大学、新潟国際情報大学、新潟薬科大学

事業目的

●環境保護、介護・福祉、子育て支援、まちづくり、観光など、多様な社会問題の改善に資する専門人材認定制度を設計・
導入し、地域活性化に貢献できる「コミュニティビジネス・マイスター」を育成します。
●「専門性を持って持続可能なコミュニティの発展に能動的に寄与できる人材」及び「地域課題から新しい価値の創造が
できる人材」の育成・認定制度を開発します。

1. 教育プログラム  【新潟青陵大学、新潟青陵大学短期大学部】

2. 人材養成協議会の設立 【新潟青陵大学、新潟青陵大学短期大学部】

●プログラム実施機関（専門人材認定制度の連携校）は、マイスター候補者に教育プログラム
を提供するにあたり、産官学民（マルチセクター）の評価による社会的認定を受けるため、コ
ミュニティビジネス・マイスター人材養成協議会に教育プログラムを申請します。

●地域住民との触れ合いを通じたインターンシップなどの実践型教育を実施し、問題解決能
力やコミュニケーション力を備えたリーダーシップのある人材の育成を目指します。

●コミュニティビジネス・マイスター人材養成協議会は、教育プログラムの質を保証するための
社会的認定を得る手続きと、マイスターの資格認定を行います。

●コミュニティビジネス・マイスター資格の発行により、受講生はプログラム実施機関による連
携教育で学んだスキルを証明することができます。

コミュニティビジネス・マイスターについて
●コミュニティビジネス
地域の課題を地域住民が主体的に、ビジネスの方法
を用いて解決する取り組み。組織形態や活動分野が
決まっているものではなく、地域課題解決というミッ
ションを第一義に活動します。

●マイスター制度
ドイツの職能訓練制度。中世以来の手工業の技を引
き継ぐために1953年に法制化され、ドイツの産業発
展を支えてきました。約170のマイスター資格が存
在し、マイスター認定は欧州資格フレームワーク（英
語版、EQF）、ドイツ資格フレームワーク（ドイツ語版、
DQR）においていずれもレベル6であり、これは学士
レベルと同等とされています。

専門人材として
コミュニティビジネス・
マイスターが
地域活性化に貢献

●実践型教育による
　実践値の獲得
●連携教育で学んだ
　スキルを資格で証明

教育プログラムの
申　請

教育プログラムの
社会的認定

教育プログラムの履修

社会的認定を受けた
教育プログラムの提供

マイスターの
資格申請

マイスターの認定
（資格発行）

●教育プログラムの質保証と
　マイスターの資格認定

コミュニティビジネス・マイスター
人材養成協議会

●教育プログラムの運用と認定

プログラム実践機関
（専門人材認定制度の連携校）

コミュニティビジネス・
マイスター候補生

専門人材認定制度による地域活性化

地域連携活動にかかる市民社会の
倫理と基礎的知識
地域社会の公共的課題の把握から
解決に至るプロセスの
専門的管理能力

連携機関を横断する公共的活動の
総合的調整能力

2-2 地域活性化／産業振興  【専門人材認定制度】
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個人の魅力、そこで働く理由、難しさ、やりがい

インタビュー

解決策を検討・提案

経営意思決定上で直面している問題・課題

新潟のインターナルブランディングを図るべく、新潟
の中小企業を対象として学生が主体的に調査を行う
とともに、中小企業が抱える生の経営意思決定上の
問題・課題に対して解決策の提案を行います。当プ
ロジェクトは、企業の経営者をはじめとした、新潟で働
いている個人（特に組織における重要な意思決定を
担う立場の個人）を対象とし、それぞれについて学生
チームが担当して、「新潟で働く理由や魅力」を至近
距離で深くインタビューします。それと同時に、実際に
直面している「経営上の問題・課題」を示してもらい、
それに対する解決策をチームごとに提案し、「新潟で
働く難しさとやりがい」についても学びます。これは、
新潟の中小企業の「舵取りを全社的な視点から学
ぶ」ことが目的です。これらの取り組みを通じて、新潟
の中小企業の魅力・そこで働く理由・難しさ・やりがい
を取材学生自身が学習し、将来の中小企業を担って
いく人材の芽を育成します。また、こうした学びを他の
学生等とも共有しやすくするために、ウェブコンテンツ
の作成と発信も行います。

連携大学 新潟大学、敬和学園大学、新潟経営大学、青山学院大学

事業目的

●新潟県全域を対象とした「新潟の潜在的な魅力の発掘」、「ブランド化の提案」、「国内外への情報発信」の3段階の事業
推進により新潟のプレゼンス向上を図ります。

●第1段階では、新潟県及び首都圏の学生や外国人留学生の視点を導入した新潟の歴史、自然、文化、生活、ひと等の観
点での組合せによる魅力を発掘します。

●第2段階では、その魅力を新潟の産品、観光、人材等のブランド化の具体的提案につなげます。ブランド化の提案につ
いては、学生が参画する「地域ブランド化コンテスト」等を実施することで教育的効果も見込んでいます。

●第3段階では、協力大学である青山学院大学のコミュニケーションツールを活用して新潟の魅力を広く国内外に発信し、
体験型ツーリズムの導入によって首都圏から新潟への恒常的な人の流れを作り、地域活性化を促進するラインを整備します。

●新潟県では多くの中小企業がビジネスを行っており、そこでは多くの人々が多様な理由や
やりがいなどを抱えながら仕事をしています。本プロジェクトの目的は、地元中小企業の
経営者と新潟大学の学生が一体となり、新潟の地で経済を支える諸企業で働く個人の魅
力・そこで働く理由・難しさ・やりがいを学ぶとともに、経営意思決定上で実際に直面して
いる問題・課題に対する解決策を検討・提案することにあります。

●上記の学びを担当学生以外にも共有できるように、ウェブコンテンツの制作・発信も
行います。

1. ナントレプレナーシッププロジェクト  【新潟大学】

●「現代メディア論」、演習科目を通じた映像作品の制作、「Keiwa Lunch」等の番組配信を
行います。

●「工場の祭典」に関連する新潟大学の事業とも連携した番組制作、学内各ゼミの協力を得て、
地域・多文化・環境など多様なテーマとした、取材、番組制作を行います。

●これらをまとめたポータルサイトを構築し、大学、ゼミ活動、多文化、地域（新発田、粟島浦
など）、環境など多様な切り口で表示できるようにします。

2. 映像コンテンツ共有事業  【敬和学園大学】

●「写真の町シバタ」と連携した新発田フォトウォーク（1年生原則全員参加）を今年度も実施。
学生による地域情報発信を促進するために、写真共有プロジェクト「Keiwastagram」を、アク
ティブラーニング演習の取り組みとして推進、学内の関心を喚起しつつ、新発田市内などでの
撮影及び展示を進めます。

3. 写真コンテンツ共有事業  【敬和学園大学】

●ディプロマプログラム「情報メディアプログラム」を推進するため、情報メディア研究所による
課外ワークショップを定期的に開催。１）メディアの信頼性、２） インタビュー等の表現、3） 県内
各地域の諸問題に関する理解、4） 情報セキュリティ・情報リテラシーなどについて、主として
客員研究員を中心とするワークショップを開催します。

4. 情報メディアプログラム推進事業  【敬和学園大学】

・自社の魅力を発信

・若者の意見を
　ビジネスに吸収

新潟（N）＋アントレプレナーシップ（entrepreneurship）
＝ナントレプレナーシップ

・アントレプレナー
　シップに触れる

・ウェブコンテンツ
　を制作・発信

学　生地元中小企業
経営者

2-3 地域活性化／産業振興  【新潟のブランド化】



地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）
「ひと・まち・しごと」創生を循環させるNIIGATA人材の育成と定着

広報用リーフレット

連携大学 新潟大学、事業創造大学院大学、新潟青陵大学、新潟薬科大学

●「企業経営・産業振興に繋がる地域イノベーション（地域創生講座）」と「潜在看護師等を中心とした医療関連人材の育成」の
2つの領域に関するプログラムを設計・検証し、e-Learning等のインフラ整備を整え、事業協働地域の大学、自治体での活
用と波及を図ります。この学び直しプログラムを「履修証明プログラム」として位置付けることにより、専門的知識修得の証
明として再就職、再チャレンジの促進につなげます。
●「地域創生企業ケーススタディ事業」では、新潟大学大学院技術経営研究科（MOT）及び事業創造大学院大学（MBA）の互
いの教育資源を共同活用し、地域のイノベーティブ人材の育成と企業・諸団体が抱える課題解決を並行して実施するプロ
グラムを新規に開発します。
●「潜在看護師及び薬剤師等の学び直しプログラム」では、定年退職や途中リタイアした潜在看護師や薬剤師等を再教育し再
就職を支援することを目的としたプログラムを設計・開発します。

●本事業では県内企業の経営分析を通じ、産業界と大学との関係性を育むことを目指します。
●具体的には経営管理や技術経営を専攻する学生が県内企業の抱える経営課題を当該企業と
共に分析し、解決策を考案しフィードバックを行います。

●また、新潟大学工学部・協創経営プログラムが展開する課題解決型インターンシップとも連携
し、多様な視点を提供します。
●これにより県内企業の経営力の向上を目指すとともに、産学連携の拡大と質の向上を図ります。

1. 地域創生企業ケーススタディ事業  【新潟大学、事業創造大学院大学】

●高度実践看護師（CNＳ）の広報活動を目的とし、新潟大学卒業生や県内で就業する看護職員を
対象に広報用リーフレットを配布し、CNS研究会、研修会、交流会を開催します。

●CNＳ実践事例から実践知の抽出と報告書作成や学会等での事業紹介を行います。

2. 高度実践看護師（専門看護師）等育成事業  【新潟大学】

●地域包括ケア・在宅ケアを充実・普及させていくためには、実際の活動を担っていくコア職種
（看護師・薬剤師・管理栄養士およびその他の職種）が交流し、知識・認識を共有する必要があり
ます。コア職種による交流・研修会を立ち上げるために準備会議、検討会を行います。

3. 薬剤師、栄養士等の学び直しによる地域包括ケアの推進  【新潟大学】

●高齢者ケアや高齢者施設での就労に興味関心のある方を対象として、ナースの再就職支援
講習会を実施します。高齢者ケアについての知識やスキルを修得し、セカンドライフの就労に
ついて考える機会とします。

●また、新潟県内の老人福祉施設等の看護師を対象として、高齢者施設の現状や看護師の役割
に関するアンケート調査を実施します。

4. ナースの再就職支援講習会 ～セカンドライフの就労～  【新潟青陵大学】

地域創生企業ケーススタディの展開イメージ

高度実践看護師（CNS）の育成
複雑で解決困難な
問題に悩む看護職

潜在ナース 高齢者施設

高度実践看護師
（CNS)

質の高い看護の
提供による

地域における
看護人材の定着

再就職支援
プログラム

慢性介護

高度実践看護師
（CNS）の育成

がん介護地域介護

遺伝介護 母性介護

①企業からの課題提示 ②改善策の考案
●事業創造大学院大学
●新潟大学大学院
　技術経営研究科③改善策の提示

＆
企　業 経営系大学院

・地域創生教材の作成と配布
・地域創生シンポジウムの開催

【関連事業】

地域創生シンポジウム

高度実践看護師育成シンポジウム

2-4 地域活性化／産業振興  【社会人の学び直し】

事業目的

● 留学生が県内に長期滞在

● 国際交流により地域活性化

地　域

企　業 自治体

経済団体大　学

COC+
大　学

COC+ の連携を通じた
教育の国際化を育む場の構築

●留学生の就職支援
●留学生の家族、地域に在住する外国人への
　日本語学習支援など

1 .ビジネス日本語教育の強化
2 .外国につながる子どもの日本語学習支援
3 . FL-SALC内の日本語学習相談コーナーの設置
4 .日本語支援室の設置

3 教育の国際化

連携大学 新潟大学、新潟県立大学、事業創造大学院大学、新潟国際情報大学

●アジア圏からの留学生を対象にした短期留学プログラムを連携大学で強化し、日本人学生との交流を活発化さ
せることでキャンパス・グローバリゼーションを推進します。
●連携大学間で開講する日本語教育に関する授業科目の相互乗り入れや協働カリキュラムの設計を行うことで
留学生への日本語学修支援を強化します。

●留学生が新潟県に強い関心を持ち、卒業後新潟県で就職したいという考えを持てるよう
に、新潟県内の企業状況に関連する講義と仕事に必要な日本語教育の実施を行います。

●単にビジネス日本語に特化するのではなく、県内で仕事をしている外国人や外国人を採
用している企業関係者をゲストとして招き、仕事の現状を聞く機会を作ります。

●1科目ビジネス日本語科目を増設し、多くの留学生が受講できる環境を作り、就職支援に
つなぎます。

1. ビジネス日本語教育の強化  【新潟大学】

●外国につながる子ども（主に留学生の家族である児童生徒）を指導する学校教員等の研
修を実施し、増加している留学生の子どもたちの日本語学習支援を通して新潟地域の教
育の国際化を図ります。

●外国につながる子どもたちの日本語や教科学習支援を充実させ、留学生の県内就職促
進につなげます。

2. 外国につながる子どもの日本語学習支援  【新潟大学】

●日本語学習経験のない大学院生の受け入れや短期の交換留学生が急増し、既存の科目で
は対応できなくなっている状況を踏まえ、交換留学生等の日本語学習支援を目的とする
「日本語支援室」を新潟県立大学内に設置します。
●本事業を安定的に進めることで、留学生の自主学習、活動の幅をさらに広げた日本語教育、
留学生支援システムの構築などへつなげます。

4. 日本語支援室の設置  【新潟県立大学】

●FL-SALC（新潟大学図書館の外国語学習支援スペース）内に日本語学習の悩みや方法を
個別にアドバイスすることを目的とする日本語学習相談コーナーを開設します。

●対象は留学生、留学生の家族、地域に在住する外国人。対応言語は英語と中国語。

3. FL-SALC内の日本語学習相談コーナーの設置  【新潟大学】
エフエル・サルク

事業目的



地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）
「ひと・まち・しごと」創生を循環させるNIIGATA人材の育成と定着

● 留学生が県内に長期滞在

● 国際交流により地域活性化

地　域

企　業 自治体

経済団体大　学

COC+
大　学

COC+ の連携を通じた
教育の国際化を育む場の構築

●留学生の就職支援
●留学生の家族、地域に在住する外国人への
　日本語学習支援など

1 .ビジネス日本語教育の強化
2 .外国につながる子どもの日本語学習支援
3 . FL-SALC内の日本語学習相談コーナーの設置
4 .日本語支援室の設置

3 教育の国際化

連携大学 新潟大学、新潟県立大学、事業創造大学院大学、新潟国際情報大学

●アジア圏からの留学生を対象にした短期留学プログラムを連携大学で強化し、日本人学生との交流を活発化さ
せることでキャンパス・グローバリゼーションを推進します。
●連携大学間で開講する日本語教育に関する授業科目の相互乗り入れや協働カリキュラムの設計を行うことで
留学生への日本語学修支援を強化します。

●留学生が新潟県に強い関心を持ち、卒業後新潟県で就職したいという考えを持てるよう
に、新潟県内の企業状況に関連する講義と仕事に必要な日本語教育の実施を行います。

●単にビジネス日本語に特化するのではなく、県内で仕事をしている外国人や外国人を採
用している企業関係者をゲストとして招き、仕事の現状を聞く機会を作ります。

●1科目ビジネス日本語科目を増設し、多くの留学生が受講できる環境を作り、就職支援に
つなぎます。

1. ビジネス日本語教育の強化  【新潟大学】

●外国につながる子ども（主に留学生の家族である児童生徒）を指導する学校教員等の研
修を実施し、増加している留学生の子どもたちの日本語学習支援を通して新潟地域の教
育の国際化を図ります。

●外国につながる子どもたちの日本語や教科学習支援を充実させ、留学生の県内就職促
進につなげます。

2. 外国につながる子どもの日本語学習支援  【新潟大学】

●日本語学習経験のない大学院生の受け入れや短期の交換留学生が急増し、既存の科目で
は対応できなくなっている状況を踏まえ、交換留学生等の日本語学習支援を目的とする
「日本語支援室」を新潟県立大学内に設置します。
●本事業を安定的に進めることで、留学生の自主学習、活動の幅をさらに広げた日本語教育、
留学生支援システムの構築などへつなげます。

4. 日本語支援室の設置  【新潟県立大学】

●FL-SALC（新潟大学図書館の外国語学習支援スペース）内に日本語学習の悩みや方法を
個別にアドバイスすることを目的とする日本語学習相談コーナーを開設します。

●対象は留学生、留学生の家族、地域に在住する外国人。対応言語は英語と中国語。

3. FL-SALC内の日本語学習相談コーナーの設置  【新潟大学】
エフエル・サルク

事業目的



地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（COC+）
「ひと・まち・しごと」創生を循環させるNIIGATA人材の育成と定着

4 国際交流

新潟大学、新潟県立大学、事業創造大学院大学、新潟国際情報大学、青山学院大学

●これまで各大学、自治体、産業団体等がそれぞれ独自に展開してきた国際交流事業を共同で企画・実施する
ことにより、日本人学生と留学生だけではなく、広く市民を対象とすることで交流人口の拡大を図ります。
●アジア圏を視野に入れた国際交流促進と学術研究によるイノベーション創出を実現します。

事業目的

連携大学

●新潟が魅力ある国際文化創造都市となるために、留学生の視点から住みよい街新潟を探求します。
●留学生が新潟で安全かつ満足な生活を送るための実用的ナビゲーション・プログラムを作成し、運用可能な仕組みを提言します。
●上記を実現するために、地元自治体と連携したプロジェクトを発足し、教育研究資源を再発掘します。

1. 留学生が住みよい街新潟の探求 ～1週間ナビゲーション・プログラムの構想から～ 【新潟大学】

●成長著しいベトナムを訪問し、新潟県企業をはじめとする日系企業の国際化の現状とベトナ
ムでの事業内容を把握し、見聞を深めます。

●起業家育成、企業内起業の実現に向け、事業創造大学院大学の修了生他とのビジネスマッ
チングを実施します。またベトナムビジネスに関心を示す企業にも経営者団体等を通して参加
を呼びかけます。

●事業創造大学院大学ベトナム人修了生および在ベトナム交流協定校である6大学の教員・学
生と交流し、将来のビジネスにつなげます。

3. 第4回ハノイビジネスマッチングとベトナム現地調査  【事業創造大学院大学】

●新潟国際情報大学の海外提携校（ロシア、中国、韓国、アメリカ、カナダ）5校から、教職員及
び学生を新潟に招聘し、新潟県内の産業・イベント・自然等を視察の後、テーマを設定しワー
クショップを実施。学生によるプレゼンテーション・意見交換を行います。
●県内視察・ワークショップ等の活動をSNSにて発信します。
●ワークショップ・意見交換等、本事業の事前告知を行い、他大学の学生の参加を募ります。

4. 海外提携大学との国際交流事業  【新潟国際情報大学】

●国際交流WGを構成する4大学の留学生、海外協定校の学生、および日本人学生の計40人
ほどが、8月上旬の1週間、新潟市と十日町市・津南町において「グローバル時代の地域力」を
テーマに地域見学とグループワークを行い、地域の特性を理解しそれを国内外にアピール
する方策について学び合い、成果を発信します。

2. 国際交流サマーセミナーの開催  【新潟県立大学】

『留学生が住みよい街、新潟の探求』プロジェクト

まちが活きる

新潟総合学
トライアル

発　掘 発　見

情報発信

創　造 ひとが活きる

しごとが活きる

留学生の
まなざし

ツーリストの
まなざし

医療の
まなざし

日常の
まなざし

多様な
まなざし

国際文化創造都市


